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〈学校教育目標〉「ふるさとに誇りをもち たくましく生き抜く 子どもの育成」 文責：佐藤

１２月７日（木）はＰＴＡ参観日でした。今年最後に参観した子どもたちの様子はいかがだ

ったでしょうか？１年生の道徳では、鳥になりきって友達を思う気持ちについて考えました。

２年生の国語では、タブレットを使いながらおもちゃの作り方を説明しました。４年１組の算

数では帯分数の計算の仕方を、４年２組の理科では金属の熱の伝わり方について実験を通して

学びました。どの学級でも子どもたちのがんばりが伝わってきました。

６年生は、本荘第一病院保健師小助川＊＊様を講師としてお迎えして、「防煙教室」を行いま

した。喫煙や受動喫煙で病気になるリスクが高まることははっきりしているのですから、自分

や家族の健康を維持するためにどうしたらよいか考えてほしいと思いました。

３年生・５年生はＰＴＣＲを行い、どちらも岩城少年自然の家の職員の方々にクリスマスリ

ースの作り方を教わりました。好みのリボンや飾りを選んで、親子で工夫しながら制作を楽し

んでいました。早速自宅に飾ることができますね。

２年生のＰＴＣＲは２校時に行い、思い思いに名刺を完成させて最後に友達や友達の家族と

交換しました。楽しかったようで、この後続きをしようと考えている子どももいるそうです。

小川様、岩城少年自然の家の職員の皆様、ＰＴＡ役員の皆様、そして保護者の皆様、ご協力

ありがとうございました。

１年 道徳 ２年 国語 ２年ＰＴＣＲ ３年ＰＴＣＲ

４－１ 算数 ４－２ 理科 ５年ＰＴＣＲ ６年防煙教室

学年懇談ではこれまでの子どもたちの様子（成長や今後の課題）や冬休みについて、冬休み

以降の行事等について話題にしています。「冬休みの生活のしおり」をもとに家庭での約束を確

認して、計画的で安全な生活を送ることができるよう、ご指導願います。

・「体育着おさがり事業」を利用していただきありがとうございました。サイズの合わなくなった体育

着で、他の人に譲る予定がないご家庭からの寄贈を年中受け付けています。



１２月４日（月）、保健所食品衛生担当職員・食品衛生指導員の方々が来校し、３年「手洗い

教室」を行ってくれました。検査器を使用して手の汚れを数値化すると、万を超える人がいて

子どもたちもびっくりでした。理想はその数値を下げることで、1500以下を目指して正しい手

洗いの方法を教えていただきました。すぐ実践してみると、みんな手洗いが上手ですぐに合格

し、中には1000以下になった子どももいました。

まだまだ感染症が心配な時期です。食品に触れたり食事をしたりする前には、学んだ手洗い

の方法で衛生を保てるようにしたいものです。

３年生は、６月５日に大豆の苗を植え、

１１月に収穫しました。今年は猛暑と秋

雨のせいでしょうか、収穫量があまり多

くありませんでした。

１２月５日（火）２・３校時、予定していた大豆から豆腐を

作る活動が始まりました。作り方の説明を聞き、大豆をミキサーにかけ、熱を加えてかき混ぜ

ました。「豆乳のいい匂いがする」と言いながら濾してにがりを加え、ざるに入れて待ちました。

おからをグループのみんなでビニール袋に分けるとうれしそうで、様々な形にして楽しんでい

ました。普段からお手伝いをしているのか、使用した用具を手際よく洗う子どももおり、感心

させられました。

出来上がった豆腐を見て子どもたちは嬉しそうで、そのまま味見をし、その後醤油をかけて

味わいました。子どもたちは大満足だったようです。みんなで育てた大豆で、みんなで協力し

て作った豆腐は最高だったようです。

今回、ＪＡの職員さんの他に、４名の女性部の皆様にご協力いただきました。優しく、てい

ねいにご指導いただきましてありがとうございました。


